
13 1st 19
19 2nd 30

18 3rd 18

15 4th 14

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 21 0 8 5 2 4 × 11 1 4 0 4

5 × 15 0 6 3 1 5 × 6 0 3 0 2

6 × 6 0 3 0 5 6 DNP 0 0 0 0 0

7 × 2 0 1 0 1 7 / 2 0 1 0 1

8 × 19 1 6 4 2 8 × 8 0 4 0 4

9 DNP 0 0 0 0 0 9 × 34 10 2 0 2

10 / 2 0 1 0 0 10 × 20 0 6 8 4

11 DNP 0 0 0 0 0 11 DNP 0 0 0 0 0

12 DNP 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0

13 DNP 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 DNP 0 0 0 0 0 14 DNP 0 0 0 0 0

15 DNP 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0

16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0

18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0

65 1 25 12 11 81 11 20 8 17

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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新川 日章学園 

 女子決勝トーナメント1回戦、新川（北海道）と日章学園（宮崎）の対戦は両チームともマンツーマンDefでスタート。新川は速攻で得点を重ねるが、セットOff

が決まらず得点が伸びない。対する日章学園は効率よくシュートを決め７分過ぎに＃４の連続得点で１３－１９とリードを広げ１Qを終了する。２Q、２分で１９－

２７と差を広げられた新川がタイムアウトを取るが、流れは変わらず日章学園は＃５のミドルシュートや＃９の連続３Pでさらにリードを広げる。新川は残り２分

からオールコートゾーンプレスを仕掛けるが、日章学園は＃８を中心に落ち着いてボールを運び、＃１０の連続得点で新川を突き離し、３２－４９で前半を終

えた。 

 ３Q、新川は１－１－２－１のオールコートプレスDefから、ハーフでは２－３のゾーンDefを仕掛けるが日章学園は＃９の３Pで逆に差を広げる。しかし、３分過

ぎに日章学園＃４が３回目のファールでベンチへ下がると、新川＃４が連続で速攻を決めるなど６連続得点などでリズムを取り戻す。日章学園は＃９の３Pで

対抗し５０－６７で３Qを終える。４Q、開始から４分間で新川は＃４の速攻などで１２連続得点し６２－６７まで一気に点差を詰める。日章学園は４回ファールを

犯しベンチに下がっていた＃４をコートに戻すと、攻撃のリズムが戻り＃１０の速攻、＃９の３連続３Pで再び新川を突き離した。新川は６分過ぎからオール

コートマンツーマンDefを仕掛け、最後まで粘るが、前半のリードを守りきった日章学園が６５－８１で勝利した。 
 


